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正しく恐れるために
大災害が起きれば、まず必要なのは水。

千葉市は大丈夫？

千葉市の防災を考える

足りない防災用井戸

　放射能に汚染された稲わらを餌として与えたため、規制値を上回る放射性物質

を含む牛肉が市場に出回り、千葉市内にも流通していました。野菜やお茶、そし

て牧草の放射能汚染は指摘されていたのに、こういった事態を引き起こしたこと

は、政府・自治体の生産者への周知徹底の仕方を含めた失態です。

　また汚染のホットスポットとされる流山市の焼却場から出た、基準値を 3.5 倍

上回る灰が、秋田県内の処分場に埋め立てられてしまったこともわかりました。

　日本全国に汚染が広がっていく状況に愕然とします。これからは外部被曝・内

部被曝合わせて、被曝量をいかに低くしていくかを真剣に考えていかなければな

りません。それには正確な情報が必要です。

　市民ネットワークちばでは、各区事務所で、地域の方とともに空間放射線量の

独自測定を続けています。市の測定は主に校庭や保育所園庭の中央１カ所のみ。

植え込みや側溝など、局所的に線量の高いところを特定できれば、掃除をするな

どの対応で線量を低く抑えることも可能です。

　また食品汚染に関して、千葉市では独自に測定機を１台購入しますが、汚染牛

肉が出回ったこの状況では不十分です。流通段階でのチェック体制を充実させ、

市民の消費を水際で止めることを求めていきたいと思います。　 湯浅 美和子
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　今年の定例市議会で、ある議員が「千葉市には、200 カ

所の災害時に対応した井戸があるが、飲めるかどうかわか

らないのもある、水質検査をすべきだ、小学校全部に非常

用井戸を設置したらどうか」と。中央区を例にとると、小

学校 13 校には非常用井戸がある。そのうち７校は飲用に

は向かないが、区のガイドマップには区別されていない。

また、避難所となる高校、公民館にはほとんど非常用井戸

がない。これではいざというときに困る。

　市全体で、家庭の登録防災井戸がある町内数は 105。171

の町内には防災井戸がない。これでは安心、安全の標語が

泣く。その登録されている 133 の防災井戸も、電動式か手

動式か、外からはわからない。停電時には使用できない不

安もある。

　市には、防災井戸を増やす支援体制をもっと真剣に考え

てもらいたいものだ。                    露崎 達郎


